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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里(

十
六)

―
牛
久
沼
の
ほ
と
り
―

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
　
　
　
栗
原

く
り
は
ら

功
い
さ
お

阿
佐
ヶ
谷
と
そ
の
界
隈
に
は
文
士
が
住
む

〜
阿
佐
ヶ
谷
文
士
村
と
呼
ば
れ
る
〜

大
正
14
年(

１
９
２
５
年)
の
５
月
に
犬
田
一
家
が
豊
多
摩
郡

杉
並
町
大
字
成
宗
１
１
３
番
地(
現
杉
並
区
成
田
東
。
前
回
の

成
宗
は
誤
り
で
あ
る)

へ
移
住
し
た
。

住
井
の
長
男
章
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
杉
並
町

の
状
況
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

「
駅
か
ら
徒
歩
15
分
ぐ
ら
い
離
れ
た
寓
居
付
近
は
、
田
畑
の

中
に
家
屋
が
点
在
し
、
小
学
校
の
級
友
も
半
数
は
地
元
の
農
家

の
子
息
、
半
数
が
借
地
・
借
家
住
い
の
子
弟
で
、
農
家
の
飼
い

牛
が
時
折
牛
舎
か
ら
道
路
に
逃
げ
出
し
て
子
ど
も
た
ち
を
驚
か

せ
た
り
、
夏
休
み
の
終
り
に
は
田
圃
た
ん
ぼ

で
蛍
狩
り
が
で
き
、
冬
に

は
た
こ
揚
げ
が
盛
ん
で
し
た
」(

母
・
住
井
す
ゑ
の
横
顔
、
大

和
書
房)

。

杉
並
町
の
大
字
阿
佐
ヶ
谷
・
大
字
成
宗
か
ら
井
荻
町
の
上
・

下
荻
窪
界
隈
に
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
数
多
く
の
著
名

な
文
士
が
移
り
住
ん
だ
。
彼
ら
文
士
は
昭
和
４
年(

１
９
２
９

年)

ご
ろ
、「
阿
佐
ヶ
谷
会
」
と
い
う
交
遊
の
会
を
設
け
て
文
芸

誌
を
刊
行
す
る
な
ど
文
壇
に
新
風
を
巻
き
起
こ
す
運
動
を
続
け

た
。杉

並
区
で
は
阿
佐
ヶ
谷
に
図
書
館
を
開
設
し
て
、
阿
佐
ヶ
谷

ゆ
か
り
の
文
士
の
著
作
を
集
め
、
当
時
を
し
の
ぶ
と
と
も
に
文

士
た
ち
が
住
ん
で
い
た
地
域
を
「
阿
佐
ヶ
谷
文
士
村
」
と
呼
ん

で
い
る
。

阿佐ヶ谷文士村マップ
(提供：杉並区立阿佐ヶ谷図書館)

住
井
す
ゑ

「
大
地
に
ひ
ら
く
」

昭
和
５
年
４
月
21
日

か
ら
10
月
19
日
ま
で

読
売
新
聞
に
連
載
。




